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研究成果の概要（和文）： 
 現在のアルメニア共和国に位置する地域が全世界のアルメニア人エリートから民族の「故郷」

と認知されるようになったのは第一次大戦後のことであるが、これは単に第一次大戦中に発生

したアルメニア人の虐殺・追放によって人口重心がオスマン帝国から旧ロシア帝国に移動した

からではない。むしろ、1920 年代を通してソヴィエト・アルメニア政府が、旧オスマン帝国の

アルメニア人エリートに経済復興の協力を要請し、一方旧オスマン・アルメニア人エリート側

は、ソヴィエト・アルメニアを追われた民族政党との在外コミュニティ内での勢力争いを有利

に進めるために、虐殺難民をソヴィエト・アルメニアに移住させ、在外アルメニア人社会で親

ソ宣伝を行った結果、在外アルメニア人のエリート層においてもソヴィエト・アルメニアが民

族の「故郷」と位置付けられるようになり、以降はソヴィエト・アルメニアの正当性が政治論

争の中心となった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
     It is after WWI that Armenian intellectuals all over the world came to recognize 
today’s Armenia as their “fatherland.” This is not only because much of the Armenian 
population in the Ottoman Empire moved to the Russian Empire owing to the Armenian 
massacres during the WWI. It is rather because during 1920’s the Soviet Armenian 
government demanded the Ottoman Armenian elites cooperate to rebuild the Armenian 
economy, while they aided the refugees of the Armenian massacres in moving to Soviet 
Armenia and executed the pro-Soviet propaganda in order to defeat the Dashnak Party 
defecting from Soviet Armenia to the Armenian communities abroad.  

As a result, the Ramkavar Azatakan Party, consisting of the former Ottoman 
Armenians, admitted Soviet Armenia to be their “fatherland,” and then the Armenian 
foreign politicians mainly argued over the legitimacy of the Communist Party of Armenia 
as leader of the Armenian nation. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の対象であるアルメニア人はロシ

ア帝国とオスマン帝国にまたがって居住し

ていたが、その社会は第一次大戦によって解

体した。オスマン帝国側ではアルメニア系住

民が虐殺・追放され、ロシア帝国側では革命

後短命に終わったダシュナク党政権による

独立アルメニア「第一共和国」（1918－20）

を経てアルメニア・ソヴィエト社会主義共和

国（ソヴィエト・アルメニア）が成立すると

いった激変する政治環境の中で、ソヴィエ

ト・アルメニアは、国外の同胞をも巻き込ん

で新たなナショナル・アイデンティティを模

索することになった。 
 

２．研究の目的 
 現代のアルメニア・ナショナリティは

1920年代にその原型が見出せる。ただし

、在外アルメニア人の社会はホスト国で

の同化と異化の間を振幅する過程を経

ることになる。その過程においてソヴィ

エト・アルメニアの在外社会に対する宣

伝や動員が大きな役割を果たしている

点は重要である。一方、ソヴィエト・ア

ルメニアそのものも、ソ連体制内での「

民族共和国」という擬似国民国家を形成

していたために、ソ連邦政府の政策によ

ってその性格は変貌し続けた。本研究で

は戦間期ならびに第二次大戦直後のア

ルメニア人社会におけるナショナリテ

ィの形成過程を、ソヴィエト・アルメニ

アの政策ならびに本国と在外アルメ 

ニア人コミュニティとの相互交流や軋

轢を通して明らかにする。 

 
３．研究の方法 
本研究では第一次大戦から 1920 年代のア

ルメニア知識人の「アルメニア領域」論、「ア

ルメニアの故郷」観の変化を追うことで、そ

れまで多様に存在していた「アルメニア」像

が政治的環境の激変の中で徐々に一つの具

体的な像（すなわち現在のアルメニアの領

域）に集約していく過程を描く。なぜなら、

アルメニアは長い間独立国ではなかっただ

けに、その領域や文化的中心についての議論

の中に同朋意識や国民意識形成の過程が表

れやすいからである。明らかにしたいことは、

在外アルメニア人コミュニティ内でソヴィ

エト・アルメニアを民族の故郷として承認す

る勢力としない勢力との間に起こった論争

に表れた民族の帰属意識の問題である。 

また、1920 年代のソヴィエト政権側には、

一方でザカフカース（南コーカサス）地域の

諸民族共和国の連邦化を求めながら、他方で

在外アルメニア人コミュニティではソヴィ

エト・アルメニアが「故国」として認知され

るよう、民族主義的な対外宣伝も行わなけれ

ばならないという至上命題があった。こうし

たソヴィエト・アルメニアのエリートにおけ

る「アルメニア」、「アルメニア人」意識の変

容を検証する。 

1920 年代の在外アルメニア人コミュニテ



ィ内には旧オスマン帝国出身の民主自由党

と旧ロシア帝国出身のダシュナク党とが勢

力を張っていて、前者はソヴィエト・ロシア

を支持し、後者はソヴィエト政権と敵対して

いた。この両者はソヴィエト・アルメニアを

承認するか否かで論戦を繰り広げることで、

それぞれが在外アルメニア人コミュニティ

内の支持基盤作りを行ってきた。つまり、形

式的には「国家」であるソヴィエト・アルメ

ニアを後ろ盾にして在外アルメニア社会を

支配しようとした民主自由党と自力で在外

アルメニア社会を統合して、さらにはかつて

自分達を追放したソヴィエト・アルメニアを

打倒しようとするダシュナク党という対照

的な民族統合論・国家建設論が提示された。

本研究では、当時のコミュニティ紙、民族政

党の文書等を活用してこの両者の論争に表

れた民族観、国家観の違いを描く。 

 
４．研究成果 

ロシア帝国が解体した結果、1918 年 5 月

に成立したアルメニア民族政党ダシュナク

党のアルメニア共和国（第一共和国）は、近

隣地域からの難民が流入し、経済的にも疲弊

していた。1920 年 12 月にその領域に成立し

たソヴィエト・アルメニア（アルメニア・ソ

ヴィエト社会主義共和国）のアルメニア共産

党政府は、経済復興のためにオスマン帝国の

アルメニア人政党である民主自由党ならび

に同党を支援する資金力豊富なアルメニア

慈善協会を利用しようと同党に接近し、アル

メニア救援委員会をソヴィエト圏外にも設

立することに成功した。 

一方、民主自由党は、第一次大戦中のオス

マン帝国下でアルメニア人の虐殺や追放が

起こり、その社会が解体したために自らの勢

力基盤を失い、23 年のローザンヌ会議までに

は独力で「アルメニアの故郷」を建設するの

を断念した。さらに、もともと民主自由党の

勢力圏であった地中海岸や西欧のアルメニ

ア人コミュニティに進出して来たダシュナ

ク党に対抗するためにも、ソヴィエト政権に

接近し、影響力を及ぼす必要があった。その

ため、民主自由党やアルメニア慈善協会は、

オスマン帝国周辺に逃れていたアルメニア

系住民がソヴィエト・アルメニアに移住する

手助けを行い、欧米のアルメニア人社会には

ソヴィエト・アルメニアがアルメニア人にと

っての理想的な「故郷」であると宣伝し、義

捐金や技術・医療支援団をソヴィエト・アル

メニアに送り込む窓口となった。この両者の

接近で、それぞれと対立していたダシュナク

党は孤立することなった。 

また、アルメニア共産党は、未だグルジア

やアゼルバイジャンに残っているアルメニ

ア系住民に配慮し、ザカフカースのソヴィエ

ト三共和国の連邦化を望んだが、1922 年３

月に成立したザカフカース社会主義ソヴィ

エト共和国連邦は、グルジアの抵抗で当初か

ら形骸化していた。こうした状況下で民族エ

リートの育成を行うために、23 年 11 月にダ

シュナク党の反共勢力が去った後も国内に

残存していた旧党員を共産党に取り込んだ。 

結局のところ、「第一共和国」とソヴィエ

ト・アルメニアは、支配者こそ入れ替わった

ものの、軍事バランスという偶発的な要素に

よって暫定的に引かれた領域が徐々にアル

メニア人の民族的「故郷」として実体化する

途上に存在した連続体であったと言えよう。

殊にソヴィエト・アルメニアは民主自由党と

アルメニア共産党との思惑の交差の上に「ア

ルメニアの故郷」としての体裁を整えていく

ことになる。 

一方、国外のダシュナク党は 25 年の党大

会で明確な反共路線を打ち出し、故国奪還を

目指した。1920 年代の後半になると、アル

メニア人エリート層の中で、旧オスマン帝国



をアルメニア人の「故郷」として旧ロシア帝

国のアルメニア人社会は自らのアイデンテ

ィティには含めないとする考えは後退し、以

後は「アルメニアの故郷」に位置するソヴィ

エト・アルメニアの正当性をめぐる議論が国

内外のエリート層における政治上の論点と

なった。 

なお、史料の物理的な制約から、ソヴィエ

ト・アルメニア政府がザカフカース連邦構想

の頓挫から民族エリートの育成や在外同胞

の呼び寄せへと政策転換する過程、ならびに

第一次大戦後の在外アルメニア人庶民の「本

国」に対する認識の変化を、明らかにするこ

とが出来なかった。今後は行政文書や市民の

投書が掲載された新聞が多く残っている第

二次大戦後のソヴィエト政権の「祖国帰還」

運動に焦点を当てることで、考察の対象をエ

リート層だけでなく、アルメニア人社会全般

に拡げることにする。 
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